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CASA新聞

住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務
化
が
見
送
ら
れ

る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
に
は
５
９
３
の

個
人
・
団
体
か
ら
９
０
２
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。
し
か
し
国
土
交
通
省
社
会
資
本
整
備
審
議
会

建
築
分
科
会
と
建
築
環
境
部
会
を
経
て
話
し
合
い

は
終
了
し
た
。
見
送
り
に
よ
る
パ
リ
協
定
未
達
へ

の
懸
念
や
、
目
標
達
成
の
た
め
の
試
算
公
開
と

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
、
更
に
は
省
エ
ネ
義
務
化
で

発
生
す
る
試
算
コ
ス
ト
へ
の
疑
問
な
ど
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。

２
０
１
８
年
12
月
７

日
～
19
年
１
月
５
日
に

募
集
し
た
パ
ブ
コ
メ
に

は
、
義
務
化
に
賛
成
、

反
対
を
含
め
、
多
く
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

国
交
省
が
パ
ブ
コ
メ
資

料
の
中
で
ま
と
め
た
義

務
化
見
送
り
へ
の
反
対

意
見
は
２
８
１
件
、
賛

成
は
81
件
だ
っ
た
。
意

見
の
内
容
も
様
々
だ
が
、

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
反
対

意
見
を
集
め
、
市
場
を

騒
が
せ
な
が
ら
、
委
員

会
で
義
務
化
見
送
り
を

断
行
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
議
論
は
全
く
な
か

っ
た
。
国
交
省
は
義
務

」
「
義
務
化
期
限
の
再

設
定
は
必
要
不
可
欠
。

そ
の
際
に
は
追
加
削
減

策
も
合
わ
せ
て
提
示
す

べ
き
」
「
閣
議
決
定
さ

れ
た
省
エ
ネ
基
準
適
合

義
務
化
を
事
実
上
撤
回

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
閣

議
決
定
内
容
を
覆
す
だ

け
の
根
拠
を
示
し
、
関

係
省
合
同
で
丁
寧
な
議

論
の
積
み
重
ね
を
強
く

求
め
る
」
な
ど
。

一
方
、
義
務
化
す
べ

き
で
な
い
と
い
う
意
見

は
「
生
活
の
器
で
あ
る

住
宅
は
、
住
み
手
の
個

性
で
あ
り
世
代
や
地
域

性
も
違
う
。
限
ら
れ
た

予
算
で
何
を
重
視
す
る

か
は
個
人
の
判
断
。
す

べ
て
に
義
務
付
け
は
理

解
で
き
な
い
」
「
住
ま

い
手
の
省
エ
ネ
意
識
や

住
ま
い
方
の
ほ
う
が
影

響
は
大
き
く
、
選
択
肢

の
自
由
は
残
す
べ
き
」

「
３
０
０
㎡
未
満
の
住

宅
を
義
務
化
す
る
こ
と

化
見
送
り
の
理
由
と
し

て
、
現
在
の
省
エ
ネ
基

準
適
合
率
が
６
割
に
留

ま
る
た
め
市
場
の
混
乱

を
招
き
か
ね
な
い
こ
と

を
一
番
に
挙
げ
る
。
し

か
し
、
義
務
化
見
送
り

も
市
場
を
惑
わ
せ
た
。

パ
ブ
コ
メ
の
中
で
義

務
化
を
求
め
る
主
な
意

見
は
、
「
日
本
だ
け
が

義
務
化
の
水
準
を
低
く

す
る
こ
と
で
、
建
築
に

関
す
る
国
際
競
争
力
が

落
ち
る
」
「
行
き
過
ぎ

た
住
宅
の
コ
ス
ト
競
争

と
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド

ビ
ル
ド
思
考
是
正
の
た

め
に
も
義
務
化
す
べ
き

で
コ
ス
ト
が
上
が

り
、
若
い
世
代
が

戸
建
て
を
持
つ
こ

と
が
更
に
大
変
に

な
る
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
。

専
門
委
員
の
前

真
之
東
京
大
学
大

学
院
准
教
授
は

「
義
務
化
見
送
り

で
パ
リ
協
定
の
約

束
が
守
れ
る
の
か
。

今
後
の
Ｃ
Ｏ
２
削

減
工
程
や
そ
の
根

拠
な
ど
、
デ
ー
タ

の
オ
ー
プ
ン
化
を

強
く
お
願
い
し
た

い
」
と
要
望
し
た
。

２
０
１
８
年
の
年
間
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、
94
万
２
３
７

０
戸
（
前
年
比
２
・
３
％
減
）
と
２
年
連
続
で
減
少
し
た
。
持

ち
家
と
貸
家
が
減
っ
た
た
め
で
、
持
ち
家
は
過
去
最
低
、
貸
家

は
７
年
ぶ
り
の
減
少
と
な
っ
た
。
持
ち
家
は
床
面
積
も
過
去
最

低
と
な
っ
た
。
唯
一
、
戸
建
分
譲
だ
け
が
好
調
で
、
年
間
で
14

万
戸
を
超
え
た
の
は
１
９
９
６
年
以
来
22
年
ぶ
り
と
な
る
。

総
数
は
２
年
連
続

で
減
っ
た
も
の
の
、

こ
の
水
準
は
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
09

年
以
来
で
は
上
か
ら

４
番
目
と
、
決
し
て

低
い
数
字
で
は
な
い
。

た
だ
、
６
年
連
続
で

増
加
し
続
け
て
き
た

貸
家
が
ピ
ー
ク
ア
ウ

ト
す
る
と
と
も
に
、

持
ち
家
も
８
％
へ
の

消
費
増
税
直
後
の
低

水
準
に
逆
戻
り
し
た
。

貸
家
の
上
振
れ
で
総

着
工
戸
数
も
こ
の
３

年
間
は
年
平
均
約
96

万
戸
を
維
持
し
て
き

た
も
の
の
、
貸
家
が

15
年
以
前
の
35
万
戸

前
後
に
向
か
う
流
れ

が
続
け
ば
総
数
も
90

万
戸
に
近
付
い
て
い

く
。
貸
家
は
18
年
を

通
し
て
８
月
以
外
全

て
の
月
で
前
年
を
割

っ
て
お
り
、
こ
の
１

年
間
で
約
２
万
３
０

０
０
戸
も
減
っ
た
。

こ
の
減
少
傾
向
が
19

年
も
続
け
ば
、
全
体

で
92
万
戸
を
割
り
か

ね
な
い
情
勢
だ
。

総
着
工
戸
数
は
前

年
よ
り
２
万
２
２
７

１
戸
減
り
、
ほ
と
ん

ど
が
貸
家
の
減
少
に

よ
る
も
の
。
持
ち
家

は
28
万
３
２
３
５
戸

（
同
０
・
４
％
減
、

１
０
４
８
戸
減
）
と

微
減
だ
が
、
２
年
連

続
で
減
っ
た
。
持
ち

家
の
床
面
積
は
３
３

９
６
万
７
０
０
０
㎡

（
同
１
％
減
、
36
万

１
０
０
０
㎡
減
）
と
、

３
年
連
続
の
減
少
。

貸
家
は
39
万
６
４
０

４
戸
（
同
５
・
５
％

減
、
２
万
２
９
９
３

戸
減
）
と
、
大
き
く

減
っ
た
。
そ
れ
で
も

こ
の
数
字
は
過
去
に

比
べ
れ
ば
多
い
水
準

で
、
今
後
の
総
着
工

戸
数
は
貸
家
の
動
向

が
カ
ギ
を
握
る
。

分
譲
住
宅
は
25
万

５
２
６
３
戸
（
同
＋
－

０
％
、
72
戸
増
）
で
、

４
年
連
続
の
増
加
。
マ

ン
シ
ョ
ン
は
11
万
５
１

０
戸
（
同
３
・
８
％
減
、

４
３
２
０
戸
減
）
と
、

前
年
の
増
加
か
ら
再
び

減
少
し
た
。
戸
建
分
譲

は
14
万
２
３
９
３
戸

（
同
３
％
増
、
４
２
０

４
戸
増
）
と
、
３
年
連

続
で
増
加
し
た
。

国
交
省

２
０
１
８
年
12
月
の
内
・
外
産
合
板
供

給
量
は
49
万
２
７
０
０㎥

と
前
年
同
月
比

２
・
２
％
減
（
前
月
比
９
・
４
％
減
）
と

な
り
、
３
カ
月
ぶ
り
に
50
万㎥

を
下
回
っ

た
。
国
産
合
板
が
26
万㎥

台
と
堅
調
な
生

産
を
続
け
る
一
方
、
輸
入
合
板
の
入
荷
量

は
前
月
ま
で
の
27
万㎥

台
か
ら
22
万㎥

台
ま

で
大
幅
に
減
少
し
た
。

国
産
合
板
の
入
荷

量
は
26
万
４
７
０
０

㎥

と
同
２
・
４
％
減

（
同
２
・
９
％
減
）
。

こ
の
う
ち
針
葉
樹
合

板
の
生
産
量
は
25
万

２
８
０
０㎥

と
同
２

・
５
％
減
（
同
３
・

０
％
減
）
、
針
葉
樹

合
板
の
生
産
量
は
23

万
３
４
０
０㎥

と
同

４
・
６
％
減
（
２
・

０
％
減
）
。
後
半
に

年
末
の
連
休
が
入
っ

た
こ
と
か
ら
生
産
量

と
な
っ
た
。
産
地
別

で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

が
７
万
６
０
０㎥

と

同
27
・
４
％
と
大
幅

減
（
同
28
・
６
％
減

）
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

が
８
万
２
４
０
０㎥

と
同
44
・
８
％
増
（

同
９
・
２
％
減
）
、

中
国
が
５
万
４
７
０

０㎥

と
同
10
・
５
％

減
（
同
５
・
１
％
減

）
。10

、
11
月
と
27
万

㎥

を
超
え
る
入
荷
が

続
い
て
、
マ
レ
ー
シ

ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

か
ら
の
入
荷
遅
れ
分

の
消
化
が
進
ん
だ
こ

と
で
、
12
月
の
入
荷

は
大
き
く
減
少
し
た
。

は
減
少
し
た
が
、
針

葉
樹
合
板
で
25
万㎥

を
超
え
る
高
い
生
産

水
準
を
維
持
し
た
。

針
葉
樹
合
板
の
生

産
量
か
ら
針
葉
樹
非

構
造
用
合
板
の
生
産

量
は
１
万
９
３
０
０

と
同
33
・
５
％
増
（

同
13
・
４
％
減
）
。

国
産
合
板
の
出
荷
量

は
26
万
９
３
０
０㎥

と
同
０
・
３
％
減
（

同
９
・
０
％
減
）
。

こ
の
う
ち
、
針
葉
樹

合
板
は
25
万
８
３
０

０㎥

と
同
０
・
４
％

増
（
同
８
・
８
％
減

）
、
針
葉
樹
構
造
用

合
板
が
24
万
１
３
０

０㎥

と
同
０
・
６
％

減
（
同
７
・
６
％
減

）
。年

末
に
向
け
た
各

合
板
メ
ー
カ
ー
の
受

注
は
堅
調
だ
っ
た
が
、

ト
ラ
ッ
ク
不
足
の
影

響
か
ら
納
期
遅
れ
が

発
生
し
た
。
そ
れ
で

も
出
荷
量
が
生
産
量

を
上
回
っ
た
た
め
、

期
末
在
庫
量
（
日
合

連
推
計
値
）
は
13
万

５
１
０
０㎥

減
と
な

っ
た
。

輸
入
合
板
の
入
荷

量
は
22
万
７
９
０
０

㎥

で
同
１
・
９
％
減

（
同
16
・
０
％
減
）


